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俳

句

日

記

2
0
1
0
-
2
0
1
2

池

窪

弘

務

奈

良

に

住

み

だ
し

て
か
ら

四

十

余

年

。
毎

年

梅

は

律

義

に
咲
い
て
く
れ
る

子

に

送

る

今

年
の
梅
の
写

メ
ー

ル
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2
0
1
0

年

四

国

遍

路

と
と

も

に

鴻

風

俳

句

教

室

で
の

俳

句

修

行

も

始

ま
っ
た

。「

一

日

一

句

三
ヶ

月

続

け
な
さ
い
」
。
そ
れ

が
地

獄
の
始

ま

り
だ
っ
た
。
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四

国

遍

路

十

月

生

鴎
幹
云
珪一
歩
が
嬉

し

秋

遍

路

遍

路

道

薄

明

於
卦
関咲
く
萩
の
花

妻
の
突
く
梵

鐘
の
音

秋
の
空

十

月

秋

深

し

病

も

老

運
錦夫
婦

汚
莞秋

妻

と

南

紀

の

旅

を
し

た
。
小

説

も

一
つ
出

来

た
。
思
い
で

深
い
旅

だ
っ
た
。
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南

紀

行

十

二

月

大

門

坂

夫

婦

杉

繰
卦
冬

古

道

寒

き

手

を

自

ず
と合
棄
界那
智
の
滝
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冬

頴
群
勲無
量

寺
の
龍

虎

に
会

妓
関行
く
冬

冬

日

暮

れ

佛

監貫
祁
回
橋

杭

岩

紀

伊

大

島

椿

咲

く

矯
窺
径浦地
球
の
水

平

線



- 6 -

十

二

月

今

朝

も

打
つ
イ
ン
ス
リ
ン

注

射
の
針

寒

し

冬
の
夜

妻
と
娘
の
長

電

話

冬

寄
せ
鍋

を
侃苅桶
夫

婦

監云
喫単
位

2
0
1
1

年

二

月

水

仙

に

侠
京
厭
鏡
塩
家
珪石
仏

奈

良
・
般

若

寺

教

育

入

院

低

血

糖

で

救

急

車

で

運

ば

れ
る
。
も

う

一

度

教

育

入

院

し

な
い
さ
い
と

言

う
こ
と
で

。
入

院

中

は

俳

句

一

句

の
み

。

季

節

間
欧病
窓

に
降

る

牡

丹

雪

三

月
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春

浅

し

御

仏

守

る

十

二

神

春

新

薬

師

寺

火

の

粉

舞

ふ

漆

黒

の

宇

宙
（

そ
ら

）
二

月

堂

修

二

会

奈

良

坂

は

京
の
春

笈汗続
く
道

奈

良

坂
（

般

若

寺

）

義

姉
の
墓

一

輪

挿
せ
り

桃
の
花

春

風

が
シ
ャ
ッ
タ
ー

街

を

通

り

抜

け

春

風

に
鳳

凰

羽

ば
額
く平
等

院

春

宇

治

平

等

院

菜
の
花

や

今

は

昔
の
通

勤

路

春

五

月

高

野

山

に
父

母
の
影

追

ふ

薄

暑

か
な

高

野

山

山

深

き

天

空

に

咲

く

桐

の

花

高

野

山

か
ら

の

帰

路

車

窓

か
ら

六

月

短

夜

に
行

き

先

幾還
浦列
車

待
つ

紫

陽

花

に
初

巾干
器色
浮

汚
戯
を
り

梅

雨

晴

れ

や

六

十

半

ば
の

初

舞

台

妻

の

詩

吟

の

発

表

会

七

月

七

夕

や

星

間
欧空
に

雲
の
船

ご
褒

美

に

糖

質

０
の
ビ
ー

ル
飲

む

九

月
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フ
ェ
ル
メ

ー

ル
秋

の

京

都

に

舞

ひ

降

啓
珪
京

都

市

美

術

館

「
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
か
ら
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

展

」

十

月

鹿
の
目

に

運

慶

見

串珪北
円

堂

興

福

寺

コ
ス
モ
ス
を

一

輪

供

ふ

辻

地

蔵

鳥

居

抜

科
狂
隔鳥
居

抜

け

深

む

秋

三

輪

神

社

十

一

月

秋

探

し

深

夜

に
停

矯
珪救
急

車

十

二

月

冬
の
蚊

を

打

顎
凱
に空
に
遊

ば
鎧り

影

一
つ
枯

れ

木

に
止

ま
る

烏

か
な

冬
の
田

に
朝

日

を

受

科
完鷺
立

患
卦

月

消

串珪冬
の
宴

を

孫
と
見

る

皆

既

月

食

柚

子

浮

汚
糾子
供

に
帰

る

湯

舟

か
な

冬

至
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2
0
1
2

年

瀬

戸

内

海

の

塩

飽

列

島

の

広

島

。
妻

の

父

の

古

里

の

島

で

あ

る
。
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一

月

元

日

や

家

族

葬

監完案
内

鑑
回

凍

る

朝

神

戸
の
地

震
（

な
ゑ
）
が
蘇

る

二

月

友

見

舞

ふ

通

勤

の

道

風

寒

し

厚

生

年

金

病

院

に

辻

本

君

を

見

舞

う

。

冬
の
雨

幼

き

日

々
の
忘

れ

物

三

月

早

春
の
風

含
貫
卦
顎
き子
供

顎
恰

巡

り

来

る

春
と
老

雲潅器鬼
ご侃こ

住

む

人
の
絶

園
館
回
庭
の
椿

咲
く

人

の

世

棄
窺
瓦汗言
ふ

間

の

彼

岸

汚
莞

神

呪

寺
・
納

骨

堂

に
て

春
の
日

や

腹

帯

雲楽
笠
く帯
解

寺

老
い
呆

科
完土
筆

誰
の
子

忘

渓
嫁
卦

四

月

丸

亀
・
広

島

春

風
の
漕

ぐ
ぶ
軍拳
華や過
疎
の
島

過

疎
の
島

崩

桂
回
壁

に

春
の
雨

春
の
海

波
の
音

だ
け繰
り

返

す



- 11 -

串瓦岳
卦
汗時
が
流

渓
珪春
の
島

野

仏

を

巡

る

小

島
の
春

巡

礼

雛

守

る

鳥
の
威

嚇

や

春
の
道

風

光

る

大

和

三

山

芽

吹

き
か
な

五

月

風

薫

る

鎮

守
の
森

に
老

婆

消

ゆ

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

北

海

道

旅

行

夕

暮

れ
の
窓

に

流

る
る

穂

麦

汚
莞

北
の
地

で

出

会

儀
回
桜

五

月

尽

何

か
ゐ
る

水

紋

上

が
る植
田

汚
莞

一

日

を
於
桶
丑
卦
額
回
汗日
日

草

紫

陽

花

に

薄

ら

日
の
差

し

雨

上

が
る

七

月

雷

神
の
住

処

碓
径訓回
雲
の
峰

縁

側

で

西

瓜
の
種

を

孫
と
吹

く
月

禁

断
の
ア
イ
ス
を

舌

に
転

が
恢
て
糖

尿

病
の
私

八

月

原

爆

忌

誰

が
罪

ぞ
と思
妓
喧
り

0
8

月0
7

日

九

月
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団

塊

幾竿侃環亀
回
均く敬
老
の
日

孫
の
手

に

雲苅器間
含
薗猫
じ
金訓回

十

月

節

電

に

解

き

放

顎
景
完秋
の
風

鵯

は

小

首

於
回
げ
て何
思

ふ

振

り

向

け
ば

梵

鐘

浮

か
ぶ

秋
の
空

稲

穂

波

少

女
の
自

転

車

駆

け

抜

け
り

曼

珠

沙

華

父
の

艶
期
茄
喧口
づ芽
む

秋

日

射

す

補

厳

寺
の
門

に

世

阿

弥

舞

ふ

補

厳

寺

真
っ
白

な

雲

に
乗

啓
岳
回
秋
の
空

秋

風

や

石

碑

一
つ
の
城
の
跡

十

市

城

跡

秋

深

し

阿

修

羅

見

侃勤
珪浄
土

汚
莞
興

福

寺

我

筋
狂
隔勲
章

欲

恢
欧文
化
の
日

十

一

月

興

福

寺

北

円

堂

芽
あ一
歩

世

親
の
足

に
冬

日

芽
界

そ
つ
と
出

す

無

着
の
足

に
冬

日

芽
界

冬

日

漏

れ

運

慶

見

ゆ
る
北

円

堂

明

日

香

七

五

三

石

段

を

踊

り

歩

く
よ

七

五

三

春

日

大

社
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今

日

華格
揮私
の
天

下

七

五

三

冬
の
夜

母
の
句

集

を

芽
凹
恢
嫁
卦

十

二

月

レ
オ
ポ
ン
の
淋

恢
欧瞳
冬
の
月

冬

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

空

間

曲
が
る

冬
の
空

月

凍

る

大

気
の
底

は

静

ま

れ
り

冬

う
ら
ら

選

ぶ

人

な
き

選

挙

か
な

ク
リ
ス
マ
ス
妻
と
二

人
の
忘

年

会

レ
オ

ポ
ン
は

雄

の
ヒ
ョ
ウ
（

レ
オ
パ
ー

ド

）
と

雌

の
ラ
イ

オ
ン
と
の

種

間

雑

種

。1
9
5
9

年
（

昭

和

3
4

）
，
日

本

で
は

じ

め
て

生

ま

れ

ま

し

た

。
あ

の

頃

は

ヒ
ー
ロ
ー

で

し

た
。

胸

を

躍

ら
せ
て

阪

神

パ
ー

ク

に

見

に

行

き

ま

し

た

。
豹

の

俊

敏

性

と
ラ

イ

オ

ン
の

強

さ

を

か

ね

持
っ

た

野

生

の

王

者

。
そ

れ

に

科

学

の

夢

が
プ
ラ
ス
さ
れ

て
い
ま

し

た
。

や
が
て
、
倫

理

的

な

問

題

を

提

起

さ
れ

、
忘

れ

ら

れ

て
い

き

ま

し

た

。
自

然

界

に
は

存

在

し

な
い
彼

ら
が

一

代

限

り

だ
っ
た
の
も

哀

れ

で

す

。
最

も
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た
ジ
ョ
ニ
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ー

は

神

戸

に
い
ま

し

た

。
最

後

の

八

年

は

一

頭

で

過

ご

し

ま
し

た
。
そ
し
て
、
二

十

四

才

で

死

に
ま
し

た
。
今

は
、

剥

製

に
な

り

神

戸

の
「

り
ぞ

鳴

尾

浜

」
で

ひ
っ
そ

り
と

公

開

さ
れ

て
い
る
そ

う

で

す

。
義

母

の

家

の

近

く
で

す

。
見

た
い
と

思

い
ま

す

。
写

真

の
ジ
ョ
ニ

ー

は

何

を

見

て
い
る

の
で

し
ょ

う

。
い
る
は

ず

も

な
い
獲

物

や

敵

を

睨

ん

で
い

ま

す

。
で

も

、
瞳

に

は

怒

り

も

、
欲

望

も

あ

り

ま
せ
ん
。

透

き

通
っ
た

諦

観

と
プ
ラ
イ

ド
が
あ

る

だ
け

で

す

。
胸

が

い
っ
ぱ
い
に

な

り

ま

し

た

。i
P
S

細

胞

が
そ
ん

な
こ
と
に

な

ら
な
い
よ

う
に
祈

り
た
い
気

持

で
す
。

レ
オ
ポ
ン
の
淋

し

き

瞳

冬
の
月


